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　9月6日に開催された「出展計画書作

成ワークショップ」最終回の場で、「ヒル

サイド・Y150つながりの森」会場のシン

ボルとなる「竹の海原」の1/100模型が、

初めて披露されました。竹の海原は、横

浜市内の竹林から切り出される孟宗竹

を使って建てられる国内最大級の竹の

建造物です。今回お披露目された模型

は、竹の海原の姿を細部にわたりそのま

ま表現したものです。

　説明のためにワークショップ参加者

の前に立った柗井正澄ヒルサイド会場

ディレクターは、竹を使う理由として「こ

れからの150年を考えて、緑とのつなが

りを取り戻す」ことを強調しました。横浜

の貴重な緑である里山は、竹によって侵

食されています。その竹を伐採してヒル

サイド会場で活用することにより、里山

を守る意義とともに、竹の利用方法を示

していくことをめざしています。

　竹の海原は、屋根も壁も竹でつくられ

た半屋外の空間です。その中には、創発

メンバーの出展ゾーンが配置されます。

柗井ディレクターは「風通しがよく、光と

日陰がある居心地の良さの中に身をお

いていただきたい」と語っていました。

　柗井氏の説明が終わると、模型のま

わりに創発メンバーが集まり、内部の様

子をのぞきこんだり、来場者の動線を

確認したりしながら、自分たちの舞台と

なる会場の姿に出展イメージをふくらま

せていました。

母なる港・マザーポート横浜には、多様な「チカラのたね」に育まれた横浜市民、横浜ゆかりの企業・店舗、アーティスト、映像作家などが一堂に会し、
“海”“街”“自然”が生きる「ベイサイド」「ヒルサイド」「マザーポート」３つのエリアで横浜の魅力・歴史・未来を凝縮した祭典を繰り広げます。

ヒルサイドの会場となるズーラシア隣接地区で2009年7月4日（土）～9月27日（日）に開催されます。横浜で伐採した竹で作る、日本最大級の竹の大
屋根（竹の海原）が会場中央に出現します。ここでは横浜の市民自らが中心となって企画出展をする〈市民創発プロジェクト〉が展開されます。自然あ
ふれる会場で、トークショー、ワークショップ、パフォーマンスなど、さまざまな参加体験ができるプログラムをご用意しています。

Y150つながりの森は対話・参加・体験のゾーン
2009年、50年に一度の機会を参加体験しよう。横浜開港150周年記念テーマイベント 「開国・開港Y150」

ヒルサイド・Y150つながりの森

  　   ｢竹の海原」の姿が創発メンバーの前に初披露されました。

ヒルサイド・Y150つながりの森は2009年7月4日（土）～9月27日（日）開催！
会場：横浜動物の森公園（ズーラシア隣接地区）　主催：（財）横浜開港150周年協会

「ヒルサイド･Y150つながりの森」市民創発事業   私からはじめる創発メンバーのための応援紙



お問い合わせ／（財）横浜開港150周年協会「ヒルサイド市民参加」事務局   TEL：045‑662‑6482 （月～金※祝日の場合を除く：10時～17時）  E‑mail：hill‑member@yokohama150.jp

ヒルサイド・Y150つながりの森は2009年7月4日（土）～9月27日（日）開催！   http://hill.yokohama150.jp
ヒルサイド・Y150つながりの森は対話・参加・体験のゾーン

　出展支援プログラムの前半を締めくく

る「出展計画書作成ワークショップ」が、

9月6日・7日に全日程を終了しました。こ

のワークショップは、9月30日に締切日を

むかえる出展計画書提出に向けて、プロ

ジェクトの具体化に頭を絞る場でした。

　創発支援プログラムがはじまった1月

～3月のワークショップでは会場に笑顔

があふれていましたが、夢を描く段階か

ら具体的にプロジェクトの細部を詰めて

いく段階に入り、参加している創発メン

バーの表情も真剣なものに大きく変わっ

ています。

設けられました。（写真左・下）

　清原理チーフファリシテーターからエ

リアの形状の説明を受けながら、展示

用のパネルや机、椅子をワークショップ

向け、展示向けなどのシュミレーション

で配置すると、「この机のサイズは対話

するのにいいね」とか、「展示台の数が

足りるだろうか」とか、「思っていた感じと

違うなあ。配置を考え直さないと」といっ

た会話が創発メンバーの間で熱心に交

わされていきました。

　ある参加者は「これでだいぶイメージ

がわきました。今日参加することで自分

のテンションをあげようと思っていたの

でいい機会になりました」と話していま

した。今回、出展内容を具体的に考える

場を得たことで、創発メンバーそれぞれ

が自分の課題を意識して、より詳細な計

画づくりへと進みだしたようです。
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コーナーが設置され、市民創発カフェが開

店しました。カフェでは「たねまる＆ヒルサイ

ドクイズ」が行われ、クイズを楽しむ親子連

れで大盛況でした。当初の予想を大きく超

えて時間帯によっては順番待ちになるほど

の賑わいとなり、スタッフも大忙しでした。

　9月20日・21日には、パシフィコ横浜で開

催された横浜ライフデザインフェア2008

にY150の紹介ブースを出展しました。

　今回のプログラムは、参加者それぞれ

が予算書作りに取り組むことからスター

トしました。参加メンバーのほとんどが

予算書を書くのは初めてです。予算を立

てようと思うと、どんな出展をするのか内

容を具体的に固める必要があります。出

展ブースのイメージをイラストに描いた

り、どんな備品が必要かリストアップした

り、予算書作りを通して自分のプロジェク

トをあらためて考える時間となりました。

　さらにこの日は、出展エリアとなる「つ

ながりの広場」の実寸空間が用意され、

エリアの実際の広さを体験する機会が

　 金沢まつり花火大会が開かれた8月23

日、イトーヨーカドー能見台店にY150のPR

コーナーが登場し、たねまるのパフォーマ

ンスと公式グッズの販売が行われました。

これは創発メンバーの発案による企画で、

店内で愛嬌を振りまくたねまるが子どもた

ちに大人気でした。

　8月30日・31日には、よこはま動物園ズー

ラシアの園内にY150つながりの森の紹介

　（写真撮影：高橋宗正 ）

イトーヨーカドーで    ズーラシアで    横浜ライフデザインフェアで    PR活動展開中 ！

　　　　　　

ズーラシアに登場してヒルサイドをPRした
たねまる (8月31日 撮影：事務局）

    イベントの具体化が進むごとに 創発メンバーの真剣さが増しています。
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